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改善方策

  ９    月  ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

本年度の重点目標については◎印で示す。

令和７年度　　学校自己評価表 （　最終　） 学校名　　三原市立中之町小学校   校番（　４　　）

ａ　学校教育目標
学びあい、思いあい、高めあいのできる児童の育成
「三愛」

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）友達と学びあい、思いあい、高まりあう児童の育成
　
【ビジョン】（自校の将来像）行きたい　行かせたい　行かせてよかった学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値
ｉ

達成度
n

改善方策

l   評 価   
m

コメント

確
か
な
学
力
の
向
上

確かな学
力を身に
付けた児
童の育成

◎主体的・対話的
で深い学びの実
現により確かな学
力を育成する。

○算数科を中心とした「見方・考え方」を
働かせ、「問い」を解決する授業づくり
・つけたい力とゴールの明確化
・追究したくなる問題提示、児童主体の
課題設定
・数学的な見方、考え方を育てる問題解
決学習
・「問い」がつながる単元構成
（・繰り返し学習の徹底）
・すべての児童が学びを活用し、表現す
る場を設定
・R80を活用した授業改善と学びの振り
返りの共有
○UDLの視点を取り入れた授業改善
・学習者の視点で学びの障害を取り除く
・多様な選択肢と自己決定の場の提供
・自分にあった学び方で学習し、自ら学
ぶ「学びのエキスパート」の育成

①単元末テスト「知識・技能」の平
均正答率

②単元末テスト「思考・判断・表現」
の平均正答率

③R80による振り返りを通して自己
の成長を実感できた児童の割合

④「UDLの視点を取り入れた授業
改善を意識することができた」と回
答している教師の割合
「自ら進んで学習に取り組むことが
できている」と回答している児童の
割合

①１・２年
85.7％

３年以上
83％

②１・２年
78.7％

３年以上
71.9％

③83.3%

④教師
100%
児童

88.5％

①１・２年
86.9％

３年以上
80％

②１・２年
79.7％

３年以上
67.6％

③89.1%

④教師
88.9%
児童

90.9％

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

豊
か
な
心
の
育
成

潤いと落
ち着きの
ある児童
の育成

◎目標達成のた
め、自ら挑戦し、
仲間とともに粘り
強くやりぬく力を
育成する

①学級・学年・児童会としての意識
を高める集団づくり
・学校行事・児童会行事を活用した
目標・手立ての設定と振り返り
・がんばりを認める場の設定
・縦割り班活動の活用

②「気持ちの良い学校」づくり
・児童会活動とリンクさせた生活目
標の設定
・「あいさつ」と「掃除」による明るく
きれいな学校づくり

①「自分にはよいところがあり
ますか」に肯定的回答をした
児童の割合

②「あいさつ」「掃除」の振り返
りで肯定的評価をした児童・
教師・保護者の割合

①１・２年
85％
３年以上
75％

　
②１・２年
75％
３年以上
70％

③90％

　

④どちらも
90％

①目標を達成することができなかった。
児童会が中心となり、お互いのよさを認める活動や絆づく
りの取組を行った。また、行事を通して、異学年のよさを認
める場の設定も行ったが、児童の自己肯定感の高まりが
みられなかった。

②挨拶についても目標を達成することができなかった。
児童会が挨拶に関わる取組を行ったり、４年生から出た挨
拶を広める取組を全校に広げていったりしたが、保護者や
教師の評価は、目標値を大きく下回ってしまった。
掃除についても目標値を下回った。
児童の評価は、ほぼ目標値を達成することができたが、教
師の評価は目標値を下回ってしまった。６年生が中心とな
り、縦割り班掃除を行ってきたが、一部の児童が掃除場所
に行かなかったり、掃除をせずに遊んだりしていることが
原因となってしまった。

①授業改善について、校内研修をより充実させていく。実際の具体的な
取組を示したり、交流したりしていく場が十分取れていないので、今年度
末や来年度に向けて、計画を立てていく。
→学習補充の在り方について校内で検討していくことに合わせて、年間
を通して単元末テストの結果をもとにした分析・改善のサイクルを促すよ
うにしていく。

②子供たち全員が参加する授業を目指していくことを継続していく。「思
考・判断・表現」の力が付いた児童の姿や言葉を具体的に考えるような
校内研修を行う。→校内での取組や学年での取組の振り返りと見直しと
児童の実態についての見取りというサイクルを確立させていく。

③R80による振り返りの内容を高めるための校内での意識の統一を図っ
ていく。児童が自己の成長につながるような意識づけを促す具体的な評
価の仕方を交流する場を定期的にとるようにする。また、R80の振り返り
については担任が実際に書き、どんな内容を求めていくかを意識した授
業改善につなげる。

④目指す児童の姿を教職員だけでなく、子供たちとも共有するために教
職員がまず目指す児童の姿を共通認識する場や手立てが必要。→「主
体的・対話的で深い学びをする児童」「学びのエキスパート」としての児童
の姿をより明確にして、「UDLの視点を取り入れた授業改善」を進めるた
めの具体的な手立てを研修部から提案していく。

〇

①85％

②90％

①１・２年
102％
３年以上
107％

②１・２年
106％
３年以上
96.5％

③99%

④教師
98%
児童
101％

①A

②B

③B

④B

①目標を達成することができた。
前回の数値に比べ、１・２年生の達成値が少し向上した。一方で、
３年生以上の達成値が低下している。目標値を達成してはいる
が、個々への取組や学年ごとの知識・技能の定着を図るための
取組をさらに充実させていく必要がある。

②１・２年生は目標を達成することができたが、３年以上は達成す
ることができなかった。思考・判断・表現の力を付けるため、校内
授業での研修等も重ねたが、そこでの学びを自己の授業改善に
つなげる具体的な方策が十分ではなかった。

③目標を達成することができなかった。
前回と比べると、肯定的回答をした児童は約６P増加した。教師ア
ンケートで「振り返りが児童の成長につながるように声かけや指
導をすることができたと思う」という肯定的回答も54.6％から80％
は向上しており、日常的な指導が児童の意識の向上にはつな
がっている。引き続き、R80の振り返りの内容の質の高まりを促し
ていく必要がある。

④教師は目標を達成することができなかったが、児童は目標を達
成することができた。
「自己選択」「自己決定」の場を設定することを意識して授業改善
にあたった職員が多かったが、「UDLの視点を取り入れた授業改
善」についての理論研修が十分できておらず、解釈が十分できて
いないという意見もあり、数値は低下した。

・達成できなかった項目の原因の究
明と改善方策は、しっかりできている
と感じる。新年度から少しずつでも改
善できることを期待している。
・「自己評価」「改善方策」共に、要点
をしっかり押さえられていると感じるこ
とが出来た。特に「授業改善」につい
ての研修を重ねたり、教師間の交流・
問題意識の共有に努められている姿
勢は重要である。すぐに結果が見え
るというものではないが、取組の積み
上げの中で、児童が低学年から高学
年に推移していく中で「授業への向き
合い方」の一貫性という意味からも良
い影響を与えてくれていると思う。
・全クラスを参観して、返事がよくでき
ていた。良い印象を感じた。児童が静
かになるまで教師が待ち、児童もそ
れに気づいている様子が見られた。
・先生が、児童の意欲的な姿（動きた
い、やりたい、しゃべりたい）をよく認
めていた。
・児童ひとり一人に対して、丁寧な指
導をしてくださっていて、ありがたい。

〇

・「豊かな心の育成」の改善策の中で
述べられている児童一人ひとりの「自
己有用感」「自己肯定感」を高めてい
くという方向性は重要である。
・自己肯定感の育成として「頼りにさ
れる存在」はどうか。例えば防災教育
の中で、中学生の地域での役割を考
えることなど。いろいろな面で頼りにさ
れる年代になってきたから、頑張って
いこうという声かけ。
・大人とのやり取りの中で、励ましの
言葉などがあることで、児童の自己
肯定感を高めることができるのでは
ないか。
・児童が「挨拶した」と肯定的に回答し
たとしても、相手を意識していない、
相手に伝わっていないものは、他者
からの評価が下がる。
・他者からの肯定的評価を伝えること
で、相手も自分も気持ちが良くなる行
為だと気付いてほしい。「ありがとう」
や「ごめんなさい」が言える自分から
挨拶ができる児童に育ってほしいと
願っている。

健
や
か
な
体
の
育
成

生涯にわ
たり心身
ともに健
康で安全
な活力あ
る生活を
送るため
の基礎的
実践力の
育成

○自分の健康に
関心を持ち、健康
課題を自ら解決し
ていこうとする態
度を育成する

①基礎体力の向上・運動が好きな
児童の育成
・体力テストの実施による課題の
分析と指導の改善
・体育の授業の工夫
・外遊びの推奨の奨励と朝マラソ
ンの実施

②計画的・意図的な食育指導・給
食指導の実施

①運動やスポーツが好きな
児童の割合

②自分で決めた量を食べきろ
うとする児童の割合

①目標を達成することができなかった。
「ロング昼休憩」に活発に外遊びをする様子が見られることや、体
力テストの結果から、体を動かすことが好きな児童は多いことが
分かった。職員対象にアクティブチャイルドプログラム研修を実施
したことで、全職員が「運動が楽しい」と思える児童を育てることを
意識することができた。また、児童会で全校遊びを企画・運営した
り、マラソン大会では走る距離を児童が選択・決定したりすること
で意欲的に体を動かそうとする児童が多くなった。しかし、冬にか
けて気温が下がり、体を動かすことへの意欲が低下した児童もい
たと考えられる。

②目標を達成できた。
配膳の初めに給食を食べる量を調整する時間を設定し、「自分で
決めた量を食べきる」経験を積むことができるようにした。また、
毎月19日の食育の日の全校指導や各学年での栄養教諭との連
携授業、「うまいぞ‼みはら給食」での地場産物や生産者の紹介な
どの取組が、食べることへの感謝の気持ちをもち、自分で決めた
量を食べきろうと意識した児童の姿につながったと考えられる。

①児童の自己肯定感を高める取組として「成長ノート」に取組ん
でいく。自らの成長をノートに書き留め、担任が認めていくことに
より、自己の成長を感じ取らせていく。また、個の頑張りを学級や
学年・学校全体で紹介したり、学級活動の時間に取り上げたりす
るなどして、一人ひとりの自己有用感や自己肯定感を高めてい
く。

②挨拶については引き続き指導が必要である。児童会や子供た
ちの意見を取り入れた取組を中心に進めていく必要がある。教師
や地域の方に自ら挨拶をする児童も増えてきているため、肯定
的な評価を積極的に行うことを根気強く進めていきたい。また、家
庭や地域にも挨拶に課題があることを伝えることで、家庭・学校・
地域が連携して子供たちに挨拶をする心地よさや大切さを実感さ
せていきたい。
掃除については、６年生を中心に意欲的に掃除に取組む児童が
増えてきている。掃除をしない一部の児童に対しては、引き続き
指導を行うとともに、掃除をしていない児童に他の児童がつられ
ることがないように、掃除の大切さや掃除をする意義を子供たち
と共に考えていく。

①
79.2％

②
「挨拶」
児童
82.4％
教師
78.5％
保護者
61.6％

「掃除」
児童
88.2％
教師
82.2％

①
76.6％

②
「挨拶」
児童

83.2％
教師

60.0％
保護者
57.6％

「掃除」
児童

89.5％
教師

80.0％

①
90.1％

②
「挨拶」
児童
92.4％
教師
70.6％
保護者
67.8％

「掃除」
児童
99.4％
教師
88.9％

①B

②
「挨拶」

児童
B

教師
C

保護者

Ｃ
「掃除」

児童
Ｂ

教師
Ｂ

信
頼
さ
れ
る
学
校

保護者・
地域とと
もに歩む
学校の推
進

○不祥事防止の
徹底

○地域とともにあ
る学校の創造

〇教職員が健康
でやりがいをもっ
て勤務できる環境
づくり

①自己との関わりで意識向上を図
る研修の実施

②保護者、地域、関係機関との連
携
・コミュニティスクールの推進

③積極的な働き方改革への意識
の向上
・定時退校日の実施（毎週水曜日）

①不祥事防止研修の実施
（月１回以上）

②「地域や社会をよくするた
めに何かしてみたいと思いま
すか」に肯定的回答をした児
童の割合

③時間外勤務45時間以下の
月が6ヶ月以上の教職員の割
合

①90％

②90％

①100％

②85％

③100％

〇

・運動好きな児童を育てることが
大切であると思う。そのために
は、まず、先生自身が運動に親
しむ姿勢が大切ではないだろう
か。児童と一緒に遊ぶ機会を意
図的に設けてはどうか。
・運動好きになる機会が増えれ
ば地域のスポーツクラブに入団
し、活動する児童も増え、ますま
す児童の体力が向上すると思
う。
・最近の児童は偏食が多いと聞
く。本校の取組から、給食につい
て理解を深めようとしていること
が伝わる。給食に親しみを持た
せるために、家庭でも給食のメ
ニューを作って食べる取組も効
果的ではないだろうか。

①今後も不祥事防止委員会などにおいてヒヤリハット事案
を出し合い、具体に沿った協議をし、未然防止に努める。

②来年度以降どのようなことが具体的にできそうか話し
合っていく。地域の人材化も含め、各学年の年間指導計画
位置付けていく。また、作成した、年間計画に、年度途中で
も追加・修正していく。

③職員一人一人の意識改革を行いながら、業務改善をさ
らに進める。成績処理について、見通しをもち、計画的にで
きるように、３学期末までのスケジュールを細かく提示して
いるので、適宜声をかけていく。会議などの持ち方を検討。
しかし、指導力向上のため、意識統一のために必要な研修
の時間は確保していく。

〇

・今後は、CSの成果などが分析
として提示されるとよい。
・CSの活動を通して、どのような
ことができそうか、各学年や各分
掌で考えられたことが形になって
きた年だと感じている。各教科等
でどの枠組みで、どの学年で、何
をするのか。それで、どのような
力を育てたいのか、整理をすると
持続可能な仕組みができると考
える。
・各保護者が得意とする分野で
CSの運営に参加してもらえるよ
うPTAからの働きかけも必要であ
る。

①100％
　

②88.5％

③88％

①100％
　

②85.7％

③84％

①100％
　

②100％

③84％

①Ａ

②Ａ

③Ｂ

①目標を達成できた。（100％）
不祥事防止研修の担当を学年で分担し行うことで、不祥事に対する意識
向上につながっている。研修にロールプレイや意見交流を取り入れ自分事
として捉えられるようにしている。

②目標を達成できた。（100％）
コミュニティスクール開始に当たり、年間４回の運営協議会を計画的に実
施し、話し合いを進めた。コミュニティスクールを活用して、どんなことがで
きそうか、各学年・各分掌で出し合った。実際には、６年生以外、学校林に
関わり、フォレストサポートを活用した取組ができた。地域の方に、２年生
は野菜作りの仕方を教わったり、マラソン大会に向けて、掃除を５年生と一
緒にしていただいたり、当日の監視をお願いしりした。５年生は、地域のた
めに活動されている方々（フォレストサポート、登下校の見守り、コミセンな
ど）の思いを聞く機会を設け、自分たちにできることを考える。

③目標を下回った。（84％）
時間外の在校等時間が45時間以下の月が基準に満たない教職員は４名
であった（４～12月）。中間と比べて、時間外勤務が月45時間以上の職員
が増えてしまったが、全体的に悪化したわけではなく、その４名以外は、45
時間以上の月は、０に近い。学年部で仕事を計画的に行い、そろって帰る
姿をよく目にした。
成果の表れた取組⇒放課後の時間の確保、成績等に係るスケジュールの
提示、成績等に係る作業日の確保、週1回の学年会の実施、曜日によって
退校時刻を決めて30分前に声をかけ進捗状況などを把握、AIを含むICT
の効果的活用。

①今年度同様、年度当初からアクティブチャイルドプログラムの
取組を全校で確実に行い、適宜職員間で、各学級で取り組んで
いるアクティブチャイルドプログラムを交流することで、職員が継
続的に指導する意識をもてるようにし、児童が運動することが楽
しいと感じられるようにする。冬季はマラソンカードやなわとび
カードを活用するなどし、休憩時間も進んで楽しんで外に出て、
運動することができるように仕組んでいく。

②引き続き、食育の日や栄養教諭との連携授業を行い、食べる
ことに感謝して自分で決めた量を食べきろうとする意識を高めさ
せたい。また、共同調理場と連携し、給食の調理の様子を教えて
いただいたり、保護者にも学校での食育について発信し連携した
りできるようにしていく。

 ①8４％

②９０％

 ①8１％

②91％

①９０％

②101％

①B

②A

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。


